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＊
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー 

「
目
か
ら
う
ろ
こ
安
心
の
子
育
て
」 

〜
話
せ
ば
・
聞
け
ば
・
話
し
合
え
ば
す
っ
き
り
〜 

 

七
月
七
日
（
火
）
梅
雨
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
七
夕
の
日
、

午
前
十
時
〜
十
一
時
四
十
分
ま
で
、
石
神
井
公
園
交
流
セ

ン
タ
ー
に
矢
口
寿
女
子
講
師
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
た
。

参
加
者
は
若
い
パ
パ
さ
ん
マ
マ
さ
ん
十
五
名
、
お
子
さ
ん

九
名
、
ス
タ
ッ
フ
二
十
四
名
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

開
催
の
前
六
日
間
、
チ
ラ
シ
を
手
に
持
ち
、
会
場
周
辺

の
公
園
や
、
買
い
物
帰
り
の
お
子
様
連
れ
の
マ
マ
さ
ん
に

「
是
非
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
下
さ
い
ね
」
と
声
を
か
け
て
、

お
誘
い
を
し
て
当
日
を
迎
え
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

進
行
係
の
小
島
光
代
推
進
長
が
、
子
育
て
中
の
頃
の
体

験
発
表
を
さ
れ
た
後
、
講
師
の
お
話
も
ご
自
身
の
ご
長
男

の
難
病
・
川
崎
病
が
完
治
さ
れ
た
体
験
か
ら
「
子
ど
も
が

色
々
み
せ
て
く
れ
る
姿
は
、
夫
婦
が
お
互
い
に
尊
敬
を
深

め
仲
良
く
生
活
す
る
こ
と
で
良
く
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
よ
」

と
安
心
の
子
育
て
法
を
話
し
て
下
さ
っ
た
。 

 
 
 
 

 

そ
の
後
、
生
活
相
談
士
を
囲
ん
で
グ 

ル
ー
プ
別
懇
談
に
移
り
、
テ
ィ
タ
イ
ム

で
喉
を
潤
し
、
心
も
潤
っ
て
、
和
や
か

な
雰
囲
気
で
散
会
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
子
育
て
委
員
長
・
小
林
惠
子
） 

 

＊
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
運
動
会
・
夏
祭
り 

（
地
域
の
心
を
つ
な
ぐ
運
動
会
と
夏
祭
り
） 

 
 

樋
田 

Ｔ
小
学
校
の
運
動
会
と
夏
祭
り
に
参
加
し
た
。
五
月
三
十

一
日
の
運
動
会
は
昼
食
後
、
大
風
雨
と
雷
に
見
舞
わ
れ
、

六
月
二
日
に
残
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
た
が
、
六
年

生
の
演
技
に
は
大
変
感
動
し
た
。 
 
 
 
 
 
 
 
 

夏
祭
り
は
、
七
月
初
め
に

盆
踊
り
大
会
を
中
心
に
、

焼
き
ソ
バ
・
カ
キ
氷
・
ゲ

ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど
大
変

賑
わ
っ
た
。 

＊ 

図

書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動 

家
庭
配
布
の
学
校
だ
よ
り
に
よ
り
、
地
元
の
小
学
校
で

標
記
の
募
集
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
千
葉
ご
夫
妻
は

諏
訪
本
さ
ん
に
も
声
を
か
け
、
三
年
前
か
ら
中
村
西
小
学

校
で
活
動
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
毎
週
水
曜
日
午
後
三
時

三
十
分
か
ら
五
時
ま
で
、
図
書
室
の
整
備
と
図
書
の
補
修

の
仕
事
で
す
。
三
年
目
か
ら
は
斉
藤
さ
ん
も
加
わ
り
四
人

で
活
動
中
で
す
。
よ
く
読
ま
れ
る
本

ほ
ど
傷
み
も
早
く
、
子
供
達
の
読
書

傾
向
も
、
あ
る
程
度
把
握
で
き
、
参

考
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
又
、

時
に
は
子
供
達
も
手
伝
っ
て
く
れ

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
ま
っ

て
、
創
立
五
十
周
年
に
あ
た
り
、
と

て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

＊ 

役
職
者
研
修
Ⅰ
（
班
長
以
上
） 

六
月
十
八
日
（
木
）
石
神
井
交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
山
崎

啓
介
副
管
区
長
、
森
本
研
究
員
を
お
迎
え
し
て
班
長
以
上

役
職
者
研
修
Ⅰ
が
午
後
七
時
か
ら
行
わ
れ
た
。 

 
 
 

五
回
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
講
は
〝
た
っ
た
一
枚
の
辞
令

に
命
を
燃
や
そ
う
・
向
上
躍
進
、
幸
福
が
待
っ
て
い
る
〞 

一
、
役
職
者
の
基
本
姿
勢
（
十
一
項
目
） 

 
 
 
 

二
、
役
職
者
す
べ
か
ら
ざ
る
五
則 

 
 

を
学
ん
だ
。 

正
に
グ
ッ
ド
タ
イ
ミ
ン
グ
の
研
修
で
参
加
者
は
、
余
す

二
ヵ
月
余
り
を
喜
ん
で
、
自
分
の
役
職
の
後
始
末
に
邁
進

し
、
来
年
度
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
ょ
う
、
と
心
に
誓

っ
て
散
会
と
な
っ
た
。
参
加
者
六
十
名
。 

 
 
 
 
 

＊ 

合

同

お
は
よ
う
倫

理

塾 

六
月
十
九
日
（
金
）
午
前
五
時
〜
六
時
ま
で
、
ゆ
う
わ

会
館
に
昨
夜
に
引
続
き
、
山
崎
啓
介
副
管
区
長
、
森
本
研

究
員
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
た
。
小
林
三
雄
会
長
挨
拶
後
、

森
本
研
究
員
の
、
栞
十
三
条
の
親
を
知
る
＝
愛
す
る
の
、

実
践
報
告
、
そ
し
て
山
崎
副
管
区
長
の
創
始
者
の
願
い
を

来
年
度
は
、
も
っ
と
広
め
よ
う
と
の
講
話
が
続
い
た
。

 

＊ 

青

年

学

習

会 

＊ 

・ 

講
師
：
内
田
靖
史
研
究
員 

・ 

日
時
：
八
月
三
十
日
（
日
） 

（
Ａ
Ｍ
九
時
〜
一
〇
時
一
〇
分
） 

・ 

場
所
：
勤
労
福
祉
会
館 

・ 

テ
ー
マ【 

M
u
st

〜wi
ll

ま
で
】 

（
詳
細
は
チ
ラ
シ
に
て
） 

 
 

発
行
責
任
者
・
小
林
三
雄

編
集
責
任
者
・
樋
田
信
子 
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＊ 

各

委

員

会

大

活

躍 

お
は
よ
う
倫
理
塾
委
員
長 

 

野

瀬

勝

治 

 

先
日
、
合
同
お
は
よ
う
倫
理
塾
で
講
話
さ
れ
た
、
山
崎

啓
介
副
管
区
長
か
ら
、
大
変
活
発
で
良
い
会
場
で
し
た
と

の
お
褒
め
の
言
葉
の
葉
書
を
戴
い
て
、
と
て
も
元
気
付
け

ら
れ
た
。
四
名
の
塾
長
・
副
塾
長
の
協
力
で
東
西
両
会
場

の
、
お
は
よ
う
倫
理
塾
の
出
席
者
が
五
十
余
名
と
活
気
が

あ
り
、
一
ヵ
月
皆
勤
さ
れ
る
方
も
数
人
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

私
た
ち
も
、
日
々
精
進
し
実
践
に
励
ん
で
参
る
所
存
で
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

文

化

活

動

委

員

長 
大

野

公

子 

 

三
月
に
は
、
第
二
回
短
歌
一
日
入
門
講
座
開
催
。
し
き

な
み
会
員
以
外
の
方
二
十
二
名
を
含
む
四
十
四
名
出
席

で
、
楽
し
い
講
座
で
笑
い
笑
い
の
内
に
終
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

 
 
 
 

四
月
に
は
第
二
回
秋
津

書
道
特
別
講
習
会
開
催
。

会
員
以
外
の
方
九
名
を

含
む
、
三
十
名
出
席
で
、

こ
ち
ら
も
楽
し
く
皆
様

に
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

お
蔭
様
で
、
今
は
支
苑

入
会
者
が
増
え
、
新
し
い
風
を
吹
き
込
ん
で
下
さ
り
、
こ

れ
か
ら
が
又
楽
し
み
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

各
支
苑
チ
ー
フ
の
皆
様
方
、
そ
し
て
支
苑
会
員
の
皆
様

方
に
、
心
よ
り
感
謝
致
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

 

子
ど
も
倫

理

塾

委

員

長 

朝
比
奈
京
子 

 

「
行
っ
て
よ
か
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
。
」
と
、
言
っ
て

も
ら
え
る
子
ど
も
倫
理
塾
を
目
指
し
、
食
事
を
テ
ー
マ
に

し
て
、
そ
の
月
、
季
節
の
行
事
に
合
っ
た
食
事
、 

遊
び
、
学
び
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
日
曜
日
の

朝
な
の
に
早
起
き
し
て
参
加
し
て
下
さ
っ
た

皆
さ
ん
、
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
会
の
皆
様
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
 
 

八
月
は
ス
イ
カ
割
り
と
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。 

 
 

八
月
八
日
（
土
）
Ａ
Ｍ
七
時
〜
八
時
で
〜
す
。 

 
 

地
域
交
流
委
員
長 

合

津

揚

子 

地
域
に
密
着
し
た
、
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
心
掛
け
よ

う
と
、
決
意
し
て
取
組
ん
で
、
早
二
年
を
経
過
し
ま
し
た
。 

 

地
元
の
学
校
・
区
長
・
教
育
委
員
会
・
環
境
保
全
課
そ

の
他
へ
の
協
力
の
お
願
い
等
、
当
初
は
大
変
難
し
く
苦
労

い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
初
心
貫
徹
、
生
涯
局
の
方
針

を
心
の
支
え
に
取
組
み
続
け
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 

そ
の
お
蔭
か
今
年
の
五
月
三
十
一
日
、
区
の
ま
ち
美
化

運
動
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
一
斉
清
掃
で
は
三
十
四
名
参
加
が
あ
り
、

六
月
十
四
日
は
家
庭
倫
理
の
会
主
催
で
の
全
国
一
斉
清

掃
に
は
、
地
元
自
治
会
で
チ
ラ
シ
を
回
覧
し
て
下
さ
っ
た

り
、
七
十
四
名
も
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
地
元
の
各
界
の
著
名

人
、
小
中
学
校
の
校
長
先
生
、
元
教
師
の
方
々
へ
、
お
勧

め
し
て
出
席
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
。
特
に
「
家
庭
を
よ
く

す
る
」
の
テ
ー
マ
を
見
て
、
こ
の
話
に
は
興
味
が
あ
る
、

今
こ
れ
が
か
け
て
い
る
か
ら
、
と
共
感
さ
れ
た
校
長
先
生

と
も
、
出
会
え
て
倫
理
活
動
を
お
知
ら
せ
出
来
た
喜
び

等
々
、
い
っ
ぱ
い
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 

 

皆
様
ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

  

七
月
度
し
き
な
み
短
歌
江
古
田
支
苑
高
点
歌 

・
自
転
車
の
危
険
極
ま
る
走
行
に
罰
金
制
度
つ
い

に
始
ま
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
上
智
昭 

・
不
況
で
も
「
き
っ
と
良
く
な
る
」
「
楽
に
な
る
」

信
じ
て
身
軽
に
家
業
に
勤
し
む 

 
 

木
村
浩
敬 

・
気
丈
に
も
一
人
暮
し
を
選
び
た
る
義
姉
の
最
後

は
孤
独
死
と
な
る 

 
 
 
 
 
 
 

秋
元
貞
子 

・
言
え
ざ
り
し
言
葉
残
し
て
受
話
器
置
く
胸
に
痼

し
こ
り

を
残
し
た
ま
ま
に 

 
 
 
 
 
 
 

歌 

政
子 

・
心
な
い
友
の
ひ
と
言
突
き
刺
さ
り
梅
雨
空
の
ご

と
一
日
を
す
ご
す 

 
 
 
 
 
 

磯
部
み
つ
子 

「
合
同
体
験
報
告
会
」
の
ご
案
内 

・ 

日
時
：
八
月
二
十
三
日
（
日
）
朝
五
時
〜
六
時 

・ 

場
所
：
大
泉
学
園
会
場
（
ゆ
う
わ
会
館
二
Ｆ
） 

・ 

体
験
報
告
：
五
名
の
方
を
予
定 

大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
編
集
後
記
】
七
月
二
十
二
日
は
四
十
六
年
ぶ
り
と
な
る

皆
既
日
食
が
観
測
さ
れ
た
。
皆
様
は
何
処
で
ご
ら
ん
に
な

り
ま
し
た
！ 

私
は
学
童
ク
ラ
ブ
の
園
庭
で
、
子
ど
も
達

の
〝
晴
れ
ろ
、
晴
れ
ろ
〞
コ
ー
ル
に
雲
間
か
ら
、
三
日
月

型
の
様
子
を
肉
眼
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

樋
田 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


